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施 工 地

設 計 者

―図面番号

年　　度 令和
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年度

米代西部森林管理署

製図者

簡易吹付法枠工　面積算出図

簡易吹付法枠工　面積算出図

簡易法枠工面積計算表

a b c S 面積

1   2.6      2.8      1.0      3.20      1.30   

2   2.8      1.3      2.0      3.05      1.18   

3   2.0      5.0      4.5      5.75      4.50   

4   5.0      5.9      5.9      8.40      13.36   

5   5.9      7.8      4.6      9.15      13.52   

6   7.8      7.0      3.2      9.00      11.19   

7   3.2      2.9      1.0      3.55      1.44   

8   2.9      2.7      5.0      5.30      3.15   

9   3.1      4.1      1.3      4.25      1.47   

10   4.1      2.4      2.3      4.40      2.35   

11   2.3      4.8      5.9      6.50      5.28   

12   7.0      6.9      2.4      8.15      8.21   

13   2.4      3.5      5.5      5.70      2.88   

14   5.5      3.0      2.7      5.60      2.05   

15   2.4      5.5      6.8      7.35      6.08   

16   6.8      1.6      5.9      7.15      4.17   

17   5.9      4.8      8.8      9.75      13.29   

18   8.8      6.1      4.8      9.85      14.00   

19   6.1      5.7      5.2      8.50      13.73   

20   5.2      4.5      6.9      8.30      11.70   

21   4.5      2.3      5.3      6.05      5.14   

22   5.3      4.9      3.5      6.85      8.33   

23   4.9      5.3      6.3      8.25      12.61   

24   3.6      2.8      2.6      4.50      3.62   

25   2.6      3.0      1.6      3.60      2.08   

26   3.0      4.7      4.8      6.25      6.76   

27   5.7      4.5      3.2      6.70      7.18   

28   3.2      2.6      2.3      4.05      2.96   

29   2.6      3.6      4.2      5.20      4.65   

30   4.2      3.1      5.3      6.30      6.51   

31   2.8      3.1      3.2      4.55      3.95   

32   3.2      6.4      4.7      7.15      7.20   

33   6.4      1.9      5.4      6.85      4.70   

34   5.4      3.0      6.1      7.25      8.10   

35   6.1      7.9      4.5      9.25      13.67   

36   7.9      3.8      7.7      9.70      14.35   

37   7.7      6.5      3.6      8.90      11.66   

38   6.5      0.9      6.7      7.05      2.89   

39   5.3      4.7      3.0      6.50      7.01   

40   4.7      4.2      7.9      8.40      8.08   

41   7.9      1.1      7.7      8.35      4.21   

42   7.7      1.9      7.6      8.60      7.20   

43   7.6      6.5      3.8      8.95      12.35   

44   6.5      6.0      0.9      6.70      2.33   

合計   302.4   
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年　　度

図 面 名

施 工 地

工 事 名

図面番号

設 計 者

東北森林管理局

縮　尺

製図者

令和 年度6

米代西部森林管理署

簡易吹付法枠工 標準施工図

―

内川災害関連緊急治山工事

図 示

簡易吹付法枠工 標準施工図
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D10

鉄筋

菱形金網

ダイザーＭ型 

W＝330 H＝190 L＝400

D10 L＝400

＃14 50×50

D16 L＝750

主アンカ－（交点）

補助アンカ－（横枠）

BB

A

A

枠内

植生基材吹付工

35
0 50

200

11
50

35
0

11
50

35
0

35
0

11
50

植生基材吹付

主アンカ－（交点）

D16 L＝750

菱形金網

＃14 50×50

菱形金網

＃14 50×50

補助アンカー（横枠）

D10 L＝400

植生基材吹付
鉄筋 D10

鉄筋 D10
植生基材吹付

菱形金網

＃14 50×50

5
0

350

1
5
0 2
0
0

5
0

350

1
5
0 2
0
0

330

4
0
0

1
9
0

330

400

モルタル吹付

NAF-6モルタル

モルタル吹付

NAF-6モルタル

ソイルクリート工　ダイザタイプ1500

使用材料表

枠内植生基材吹付工 t=5cm 100m2当り

#14 50×50菱形金網 140   40％

規　　　　格材　　料　　名 単位 割増率数　量

鉄筋 D10 kg 17％283.3 

φ16 L=400

φ9 L=200

本

本

 30   

150   

組立枠 個
W=330 H=190 L=400

 94   
ダイザーＭ型 

本  51   

砂

セメント 普通ポルトランドセメント

ベースソイラー

ソイルファクター

NAF-6

kg

kg

L

30％

30％

30％

29％

29％

m3

3205.0 

  9.5 

  7.6 

7220.0 

  25.3 

アンカー

補助アンカー

ダイザタイプ1500用 枚  42.3 

補助アンカー（横枠） D10 L=400

本  52   主アンカー（交点） D16 L=750

m3   5.87

t=5cm m2  55.9

共重合パラ型アラミド繊維

モ
ル
タ
ル

N
A
F

｜6

φ10×3本

150 150

370

70

透水フィルター(不織布)

チューブ

不透水シート

（ソイルクリ－ト工　ダイザタイプ1500）

標準展開図 S=1:40 標準断面図 S=1:40

A-A断面 S=1:10

B-B断面 S=1:10

ダイザーＭ型部材模式図 S=1:10

暗渠排水材模式断面図 S=1:2

法枠工背面 暗渠排水材配置図 S=1:100
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面
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0.37
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00

暗渠排水材延長 L=9.0+(5.0✕2)+(6.0✕2)=31.0m

9
.
0
0

暗渠排水材

300

AA

A-A



内川災害関連緊急治山工事

東北森林管理局

工 事 名

図 面 名

施 工 地

設 計 者

―図面番号

年　　度 令和

図 示

6

縮　尺

年度

米代西部森林管理署

製図者

雪崩予防柵(スノーネット) 一般標準図

正 面 図

(3000) ※1支柱間隔 L支柱間隔 L(3000) ※1

S=1/50

A3

ブ
ロ
ッ
ク
端
部

ブ
ロ
ッ
ク
接
続
部
 ※

3

ブ
ロ
ッ
ク
端
部

ブ
ロ
ッ
ク
中
間
部

ブ
ロ
ッ
ク
中
間
部

ブロックNo.1 ブロックNo.2～

柵
高

:
D
k
=
2
0
0
0

2
4
0
0

1.5
1

ワイヤネット
A1b 中間支柱 A1a 端末支柱

A10 サイドロープ

A7 縦外辺ロープ

A1a 端末支柱
A6 上辺ロープ

A12 形状維持ロープ

A2a A11サイド下部ロープ

A4ひし形金網※2A5底辺ロープ

ベースプレートE A2a ベースプレートEA2b ベースプレートMB3 サイドアンカー

削孔径：φ65

(
5
0
0
)

山側アンカー位置

支柱位置

サイドアンカー位置

支柱間隔 L支柱間隔 L(1500)※1 (1500)※1

(3
00
0)
 ※

1

θ

1000

削
孔
径
：
φ
65

柵
高
:Dk=2000

A3ワイヤネット※2

A4ひし形金網※2

A1支柱

A8山側ロープ

A9 山側下部ロープ

B1 支柱基部アンカー

B2 山側アンカー

設
計

積
雪

深

:
H
s
=
2
0
0
0

削
孔
径
：
φ
65

設計条件
フェンス工 柵高 DK=2.0m

設計積雪深 Hs=2.0m

積雪の単位体積重量 γs=3.50kN/m3

地表の状態 平滑岩盤

斜面方位 南向き

斜面勾配 θ=45°，55°

グライド係数 N=4.8

積雪条件

削孔径φ65 L=2.0mアンカー工
構造形式

主要材料表
No

端末支柱 STK400 φ114.3 t=6.0 L=2400A1a

中間支柱A1b

ベースプレートE SS400 t=12A2a

ベースプレートM SS400 t=12A2b

ワイヤネット FC6×24 φ10A3

ひし形金網 φ2.6 50×50 Z-GS7 H=2200A4

底辺ロープ FC6×24 φ18×2 ECA5

上辺ロープ FC6×24 φ18×2 ECA6

縦外辺ロープ FC6×24 φ18×2 EEA7

山側ロープ FC6×24 φ22 ECA8

山側下部ロープ FC6×24 φ12 TCA9

サイドロープ FC6×24 φ18×2 ECA10

サイド下部ロープ FC6×24 φ18 TCA11

形状維持ロープ FC6×24 φ12 ECA12

B1 支柱基部アンカー SD345 D29

B3

山側アンカーB2

サイドアンカー

規　格 備　考

端末支柱用

中間支柱用

ワイヤロープ

ワイヤロープ

ワイヤロープ

ワイヤロープ

ワイヤロープ

ワイヤロープ

ワイヤロープ

ワイヤロープ

アンカーボルト

名　　称

山側アンカー

サイドアンカー

削孔径φ65 L=1.0m支柱基部アンカー

STK400 φ114.3 t=6.0 L=2400

削孔径φ65 L=2.0m

SD345 D29アンカーボルト

SD345 D29アンカーボルト

断 面 図 S=1/50 平面配置図 S=1/100

※1 支柱高に対する山側ロープ・サイドロープの設置位置の目安は1:1.5とする．
　  参考値として山側・サイドアンカーまでの距離を(　)内寸法で示す．
※2 ひし形金網はワイヤネットの山側に設置する．
※3 ブロックが1つの場合はブロック端部となる．

雪崩予防柵(スノーネット) 一般標準図

SPA5GA00Z0 A 001
SPS-H2-TypeA

SPARC-S
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1段目（FH=99.05m）

P1-1 P1-2
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0
0
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11000
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2
0
0
0

5000

11000

P3-1

6000

3000 3000

2段目（FH=93.85m～93.00m）

3段目（FH=87.65m）

P2-1 P2-2

P3-2 P3-3

支柱番号

支柱設置高

縦断勾配

P2-1 P2-2 P2-3

93.85 93.85 93.00

＜支柱設置高管理表＞

0％ 17％

5000

※1 支柱設置位置，設置高は現地測量を行い決定すること．

※2 P-〇は支柱番号，S-〇はサイドアンカーを示す．

※3 道路(谷側)より山側を望み，左側(起点側)から若番号とする．

※4 尾根地形などに配置する場合，施工時に支柱が山側に傾くのを防止するため

　　谷側アンカーと谷側ロープを設置すること．

P2-3

3000
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S3-1 S3-2
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雪崩予防柵(スノーネット) 展開図
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A12

A8A6

A7

A3
A4

断 面 図
（谷側） （山側）

A10
AA

BB

A1a

A8

A7

A12

A6 C3eC1 C4 A4A3

正 面 図
（谷側より山側を見る）

A10

A4

A3

A7

B1

A9

C3b

C3a

A2a

A7

A2a

B1

A5

C3b

C3e C4C1

A3

A4

A11

（B-B断面）

（山側）

A1a

A7

A6
C1

C3e

（A-A断面）

（山側）

（谷側）

平 面 図

A1a

A8

A12
A10

（C-C断面）
（山側）

（谷側）

C1

A9

C3a

A2a

A11

C3b

A5
C3e

②縦外辺ロープ

③上辺ロープ

⑦山側ロープ

⑧形状維持ロープ

④上辺ロープ

支柱頭部

⑤サイドロープ

①縦外辺ロープ

⑥サイドロープ

①,②縦外辺ロープ

③,④上辺ロープ

⑦山側ロープ

⑤,⑥サイドロープ

⑧形状維持ロープ

⑧形状維持ロープ

⑦山側ロープ

③,④上辺ロープ

⑤,⑥サイドロープ

①,②縦外辺ロープ

②縦外辺ロープ

③底辺ロープ

④底辺ロープ

⑤サイド下部ロープ

⑥山側下部ロープ

①縦外辺ロープ

⑤サイド下部ロープ
③,④底辺ロープ

①,②縦外辺ロープ

⑥山側下部ロープ

③,④底辺ロープ

①,②縦外辺ロープ

ブ
ロ
ッ
ク
端
部

ブ
ロ
ッ
ク
中
間
部

ブ
ロ
ッ
ク
中
間
部

ブ
ロ
ッ
ク
端
部

正 面 図

CC

※ひし形金網は端末支柱で50cm程度折り返し，結合コイルを設置する．

※上辺・底辺ロープ・縦外辺ロープと接続する結合コイルは，それぞれ2本のロープのうち，どちらか1本のロープに設置すればよい．

※ワイヤネットと縦外辺ロープを連結するSCシャックル呼び16は，支柱中央位置で接続する縦外辺ロープを入れ替える．

※ワイヤネットと上辺ロープを連結するSCシャックル呼び16は，スパン中央および各支柱位置で接続する上辺ロープを入れ替える．

※ワイヤネットと底辺ロープを連結するSCシャックル呼び16は，スパン中央および各支柱位置で接続する底辺ロープを入れ替える．

※支柱頭部に取り付ける各ワイヤロープは①～⑧の順番で支柱に取り付けること．

　①～④は丸鋼φ36と丸鋼φ36の間に，⑤～⑧は丸鋼φ36と丸鋼φ19の間に取り付ける．

支柱基部

※支柱基部に取り付ける各ワイヤロープは①～⑤の順番で支柱に取り付けること．

　①～⑤はベースプレートに取り付けたシャックル呼び1，

  ⑥はベースプレートに取り付けたシャックル呼び5/8に取り付ける．

ロープ組立要領図

内川災害関連緊急治山工事

東北森林管理局

工 事 名

図 面 名

施 工 地

設 計 者

―図面番号

年　　度 令和

1:10

6

縮　尺

年度

米代西部森林管理署

製図者

雪崩予防柵 組立図(1/2)結合コイル(個)
支柱間隔(m)

5

6

3

4

結合コイル数量表（上辺・底辺ロープ）

上辺ロープ 底辺ロープ

※端末支柱(ひし形金網折り返し部)の結合コイル設置数量は

　柵高2mのときは3個，柵高3mのときは5個とする．

11 11

9 9

7 7

5 5

雪崩予防柵 組立図(1/2)
名　称No

ワイヤネットA3

ひし形金網A4

底辺ロープA5

上辺ロープA6

縦外辺ロープA7

山側ロープA8

山側下部ロープA9

サイドロープA10

サイド下部ロープA11

形状維持ロープA12

支柱基部アンカーB1

端末支柱A1a

ベースプレートEA2a

ワイヤクリップC1

シャックル 呼び5/8C3a

シャックル 呼び1C3b

結合コイルC4

SCシャックル 呼び16C3e



③山側ロープ

⑤形状維持ロープ

①上辺ロープ

④形状維持ロープ

支柱頭部

②上辺ロープ

⑤形状維持ロープ④形状維持ロープ

①,②上辺ロープ③山側ロープ

①,②上辺ロープ

③山側ロープ

④形状維持ロープ⑤形状維持ロープ

正 面 図
（谷側より山側を見る）

AA

BB

A1b

A12

A6 C3eC4

A12 C1

A4

AA

BBA3

A5

C3b

C4 C3e

B1

A5

C4C3e

A12

A6

A8

A3

A4

断 面 図
（山側）（谷側）

A3

A4

A2b

A5

A9

C3b

C3a

B1

ブ
ロ
ッ
ク
端
部

ブ
ロ
ッ
ク
中
間
部

ブ
ロ
ッ
ク
中
間
部

ブ
ロ
ッ
ク
端
部

正 面 図

A6

C3e

A1b

（B-B断面）

（山側）

（谷側）

A6

A8

A12

C1

A1b

（A-A断面）

（山側）

（谷側）

平 面 図

A9

C3a

A2b

C3b

A5

C3eC3e

（C-C断面）

（谷側）

（山側）

A5

①底辺ロープ

②底辺ロープ

③山側下部ロープ

①,②底辺ロープ ①,②底辺ロープ

③山側下部ロープ

※支柱頭部に取り付ける各ワイヤロープは①～⑤の順番で支柱に取り付けること．

　①，②は丸鋼φ36と丸鋼φ36の間に通し，③～⑤は丸鋼φ36と丸鋼φ19の間に取り付ける．

ロープ組立要領図

内川災害関連緊急治山工事

東北森林管理局

工 事 名

図 面 名

施 工 地

設 計 者

―図面番号

年　　度 令和

1:10

6

縮　尺

年度

米代西部森林管理署

製図者

雪崩予防柵 組立図(1/2)

CC

※上辺・底辺ロープと接続する結合コイルは，それぞれ2本のロープのうち，どちらか1本のロープに設置すればよい．

名　称No

ワイヤネットA3

ひし形金網A4

底辺ロープA5

上辺ロープA6

山側ロープA8

山側下部ロープA9

形状維持ロープA12

支柱基部アンカーB1

中間支柱A1b

ベースプレートMA2b

ワイヤクリップC1

シャックル 呼び5/8C3a

シャックル 呼び1C3b

結合コイルC4

※ワイヤネットと上辺ロープを連結するSCシャックル呼び16は，スパン中央および各支柱位置で接続する上辺ロープを入れ替える．

※ワイヤネットと底辺ロープを連結するSCシャックル呼び16は，スパン中央および各支柱位置で接続する底辺ロープを入れ替える．

SCシャックル 呼び16C3e

支柱基部

※支柱基部に取り付ける各ワイヤロープは①～③の順番で支柱に取り付けること．

　①，②はベースプレートに取り付けたシャックル呼び1に通し，

　③はベースプレートに取り付けたシャックル呼び5/8に取り付ける．

雪崩予防柵 組立図(2/2)



2400

φ36
丸鋼 SS400

PL t=16

100 150 150 1948 52

B B

A-A

A A

（支柱頭部側） （支柱基部側）

2400

φ36
丸鋼 SS400 PL t=16

100 150 150 1948 52

（支柱頭部側）
（支柱基部側）

（山　側）

（谷　側）

∅150

A A

（山　側）

（谷　側）

φ50

φ50

φ20

φ19
丸鋼 SS400

φ19
丸鋼 SS400

φ16

φ16

∅150

∅34

φ114.3 t=6.0

B B

A1a 端末支柱 S=1/10

A1-2

A1-3

A1b-1

A1-2

A1-3

A1a-1

A-A

A1b 中間支柱 S=1/10

B-B

B-B

A1-2 支柱キャップ

φ89.1 t=4.2
∅130

10
PL t=9 5

0

φ16

45

S=1/10

A1-3 全ねじボルト S=1/5
M12

1種ナット M12

全ねじボルト
M12 L=180

雪崩予防柵(スノーネット) 支柱詳細図

内川災害関連緊急治山工事

東北森林管理局

工 事 名

図 面 名

施 工 地

設 計 者

―図面番号

年　　度 令和

図示

6

縮　尺

年度

米代西部森林管理署

製図者

雪崩予防柵(スノーネット) 支柱詳細図

材料表(端末支柱1組あたり)
名  称 規  格 単 位 数 量

枚

端末支柱 STK400　φ114.3　t=6.0　L=2400 本

支柱キャップ

1

1SS400 t=9

組全ねじボルト M12 L=180 1

No

A1a-1

A1-2

A1-3

材料表(中間支柱1組あたり)
名  称 規  格 単 位 数 量

枚

中間支柱 STK400　φ114.3　t=6.0　L=2400 本

支柱キャップ

1

1SS400 t=9

組全ねじボルト M12 L=180 1

No

A1b-1

A1-2

A1-3



A2a-1 ベースプレートE

鋼管 STK400

φ165.2 t=4.5 L=130

500
5
0
0

鋼管 STK400

φ165.2 t=4.5 L=130

2-PL t=25

PL t=12

4-PL t=9

（山　側）

（谷　側）

2-φ40

φ30

PL t=16

φ24

φ40

5
0

125

1
0
0

丸鋼 SS400

φ19

1
9
5

PL t=25

1
4
5丸鋼 SS400

φ19

PL t=16

2-φ35

A2b-1 ベースプレートM

125

φ24

鋼管 STK400

φ165.2 t=4.5 L=130

2-φ40

φ30

5
0

1
0
0

丸鋼 SS400

φ19

1
3
0

500

5
0
0

鋼管 STK400

φ165.2 t=4.5 L=130

PL t=12

4-PL t=9

PL t=16

丸鋼 SS400

φ19

PL t=16

2-PL t=25

2-φ35

A1a

A2a-1

A2-2

(谷側) (山側)

端末支柱 A1b

A2b-1

A2-2

(谷側) (山側)

中間支柱

A2-2 全ねじボルト

1種ナット M24
全ねじボルト
M24 L=270

M24

内川災害関連緊急治山工事

東北森林管理局

工 事 名

図 面 名

施 工 地

設 計 者

―図面番号

年　　度 令和

1:5

6

縮　尺

年度

米代西部森林管理署

製図者

ベースプレート詳細図

雪崩予防柵(スノーネット) ベースプレート詳細図

中間支柱・ベースプレートM組立図端末支柱・ベースプレートE組立図

材料表(ベースプレートM 1組あたり)
名  称 規  格 単 位 数 量

組

ベースプレートM SS400　500×500　t=12 枚

全ねじボルト

1

1M24　L=270

No

A2b-1

A2-2

材料表(ベースプレートE 1組あたり)
名  称 規  格 単 位 数 量

組

ベースプレートE 枚

全ねじボルト

1

1M24　L=270

No

A2a-1

A2-2

SS400　500×500　t=12

雪崩予防柵(スノーネット)



13@462=6000

ワイヤネット

FC6×24 φ10

4
@
5
0
0
=
2
0
0
0

A3 ワイヤネット
6.0mスパン

8500以上

8000以上

1950

5500以上

4500以上

8500以上 5500以上

4500以上

シンブル A-18

シンブル A-12

FC6×24 φ18 EC

FC6×24 φ12 EC

FC6×24 φ18 EE

FC6×24 φ12 TC

FC6×24 φ18 TC

4 80

ロープ径

φ12

(mm)
取付個数

(mm)

φ18

φ22

ワイヤクリップ

種 類

F-12

F-18

F-20-22

取付間隔

5

5

120

130

締付けトルク(N・m)

標 準 許容範囲

24

67

82

22～33

60～89

75～115

ワイヤロープ加工図

ワイヤロープ加工記号
TT:両シンブルロック加工

TC:片シンブルロック片切り加工

EC:片アイロック片切り加工

EE:両アイロック加工

CC:両切り加工

A5 底辺ロープ

A6 上辺ロープ

A7 縦外辺ロープ

A8 山側ロープ

A9 山側下部ロープ

A10 サイドロープ

A11 サイド下部ロープ

A12 形状維持ロープ

※ワイヤロープの仕様はAZ/Oとする

FC6×24 φ18 EC

FC6×24 φ22 EC

FC6×24 φ18 EC

雪崩予防柵(スノーネット) ネットロープ詳細図(1/2)

ネットロープ詳細図(1/2)

東北森林管理局

工 事 名

図 面 名

設 計 者

施 工 地

年　　度

図面番号

製図者

内川災害関連緊急治山工事

年度

縮　尺

令和

―

米代西部森林管理署

6

1:20

※ネット，ロープ寸法は現地測量後決定する．

雪崩予防柵(スノーネット)



13@462=6000

ワイヤネット

FC6×24 φ10

4
@
5
0
0
=
2
0
0
0

A3 ワイヤネット
6.0mスパン

11@455=5000

4
@
5
0
0
=
2
0
0
0

ワイヤネット

FC6×24 φ10

A3 ワイヤネット
5.0mスパン

14000以上

8000(7000)以上

1950

5500以上

4500以上

14000以上 5500以上

4500以上

シンブル A-18

シンブル A-12

FC6×24 φ18 EC

FC6×24 φ12 EC

FC6×24 φ18 EE

FC6×24 φ12 TC

FC6×24 φ18 TC

4 80

ロープ径

φ12

(mm)
取付個数

(mm)

φ18

φ22

ワイヤクリップ

種 類

F-12

F-18

F-20-22

取付間隔

5

5

120

130

締付けトルク(N・m)

標 準 許容範囲

24

67

82

22～33

60～89

75～115

ワイヤロープ加工図

ワイヤロープ加工記号
TT:両シンブルロック加工

TC:片シンブルロック片切り加工

EC:片アイロック片切り加工

EE:両アイロック加工

CC:両切り加工

A5 底辺ロープ

A6 上辺ロープ

A7 縦外辺ロープ

A8 山側ロープ

A9 山側下部ロープ

A10 サイドロープ

A11 サイド下部ロープ

A12 形状維持ロープ

※ワイヤロープの仕様はAZ/Oとする

FC6×24 φ18 EC

FC6×24 φ22 EC

FC6×24 φ18 EC

※()内の寸法は5.0mスパンのときの値である

雪崩予防柵(スノーネット) ネットロープ詳細図(2/2)

雪崩予防柵(スノーネット)

東北森林管理局

工 事 名

図 面 名

設 計 者

施 工 地

年　　度

図面番号

製図者

内川災害関連緊急治山工事

年度

縮　尺

令和

―

米代西部森林管理署

6

1:20

※ネット，ロープ寸法は現地測量後決定する．

ネットロープ詳細図(2/2)
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(谷側) (山側)
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径
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65

（山　側）

（谷　側）

300

正面図

S=1/10B1 アンカー組立図

横断図
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B1-5 調整プレート S=1/10B1-1 アンカーボルト
D29

5
3

5
8

60
46

56

3
7

3260

1000

D
2
9

S=1/3

B1-2 ナット(球面)
D29用

B1-4 先端キャップ
D29用

45

76

25

D29用
B1-3 ワッシャー(球面)S=1/3 S=1/3 S=1/3

雪崩予防柵(スノーネット)

縮　尺

米代西部森林管理署

製図者

内川災害関連緊急治山工事

図 面 名

令和

―図面番号

工 事 名

施 工 地

東北森林管理局

設 計 者

年　　度

図示

6 年度

雪崩予防柵(スノーネット) 支柱基部アンカー詳細図

単 位 数 量

個

個

　FCAD900-8 個

　アンカーボルト 　SD345 本

　ナット(球面)

　ワッシャー(球面)

　先端キャップ 　ポリエチレン

　D29用

2

4

2

　D29　L=1.0m

2　FCAD900-8 　D29用

　D29用

規　格記 号

B1-1

B1-2

B1-3

B1-4

名  称

材料表(アンカー1組当たり)

個　調整プレート 　SS400 t=4.5 1B1-5

部品詳細図

支柱基部アンカー詳細図



B1-1 アンカーボルト
D29

5
3

5
8

60
46

56

3
7

3260

1000

D
2
9

B1-2 ナット(球面)
D29用

B1-4 先端キャップ
D29用

45

76

25

D29用
B1-3 ワッシャー(球面)

φ38

φ
3
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110

φ
3
4

B1-5 カップラー
D29用

φ
65

130

B1-6 スペーサー
D29用

S=1/3

S=1/3 S=1/3

S=1/3 S=1/3

S=1/3

B1-7 アンカープレート S=1/10
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0
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400

1
5
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1
5
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50 300 50

2-φ35

PL t=25

3-φ32

PL t=25
110

2
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45

60

(谷側)
(山側)（山　側）

（谷　側） 300

正面図

S=1/10B2 アンカー組立図

横断図

B1-3

B1-2

150 150

1
5
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1
5
0

3
0
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50

400

B1-3

B1-2

B1-6

B1-4

100

ア
ン
カ
ー
長
:2000

削
孔
長
:1900以

上

削
孔
径
:φ

65

B1-1

B1-5

B1-7

50

山側アンカー確認試験荷重　68.9kN/本

※　地山とグラウトの極限摩擦抵抗τ= 0.48N/mm

※　グラウトはアンカー全長に注入すること

2

θ

設計斜面勾配

A

A

A-A断面

B1-7 B1-2

B1-3

B1-1

A8

A9

C3b

C3a

C2

C2

B2

雪崩予防柵(スノーネット)

縮　尺

米代西部森林管理署

製図者

内川災害関連緊急治山工事

図 面 名

令和

―図面番号

工 事 名

施 工 地

東北森林管理局

設 計 者

年　　度

図示

6 年度

雪崩予防柵(スノーネット) 山側アンカー詳細図

部品詳細図

単 位 数 量

個

個

　FCAD900-8 個

　アンカーボルト 　SD345 本

　ナット(球面)

　ワッシャー(球面)

　先端キャップ 　ポリエチレン

　D29用

4

2

2

　D29　L=1.0m

2　FCAD900-8 　D29用

　D29用

規　格記 号

B1-1

B1-2

B1-3

B1-4

名  称

材料表(アンカー1組当たり)

個　カップラー 2　D29用B1-5

個　スペーサー 4　φ65B1-6

個　アンカープレート 　SS400 450×350 t=12 1B1-7

　FCAD900-8

　SK85

ロープ取付図

名　称No

山側ロープA8

山側下部ロープA9

シンブル(開口型)C2

シャックル 呼び1C3b

山側アンカーB2

シャックル 呼び5/8C3a

山側アンカー詳細図



B1-1 アンカーボルト
D29

5
3

5
8

60
46

56

3
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3260
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D
2
9

B1-2 ナット(球面)
D29用

B1-4 先端キャップ
D29用

45

76

25

D29用
B1-3 ワッシャー(球面)

φ38

φ
3
8

110

φ
3
4

B1-5 カップラー
D29用

φ
65

130

B1-6 スペーサー
D29用

S=1/3

S=1/3 S=1/3

S=1/3 S=1/3

S=1/3

B1-7 アンカープレート S=1/10

3
0
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400

1
5
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1
5
0

50 300 50

2-φ35

PL t=25

3-φ32

PL t=25

110

2
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0

200 200

45

60

(谷側)
(山側)（山　側）

（谷　側） 300

正面図

S=1/10B2 アンカー組立図

横断図

B1-3

B1-2

150 150

1
5
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1
5
0

3
0
0

50

400

B1-3

B1-2

B1-6

B1-4

100

ア
ン
カ
ー
長
:2000

削
孔
長
:1900以

上

削
孔
径
:φ

65

B1-1

B1-5

B1-7

50

サイドアンカー確認試験荷重　76.7kN/本

※　地山とグラウトの極限摩擦抵抗τ= 0.48N/mm

※　グラウトはアンカー全長に注入すること

2

A-A断面

θ

設計斜面勾配

A

A

B1-7 B1-2

B1-3

B1-1

A10 C3b

C2

C2

A11 B3

雪崩予防柵(スノーネット)

縮　尺

米代西部森林管理署

製図者

内川災害関連緊急治山工事

図 面 名

令和

―図面番号

工 事 名

施 工 地

東北森林管理局

設 計 者

年　　度

図示

6 年度

雪崩予防柵(スノーネット) サイドアンカー詳細図

名　称No

シンブル(開口型)C2

シャックル 呼び1C3b

サイドロープA10

サイド下部ロープA11

サイドアンカーB3

ロープ取付図

部品詳細図

単 位 数 量

個

個

　FCAD900-8 個

　アンカーボルト 　SD345 本

　ナット(球面)

　ワッシャー(球面)

　先端キャップ 　ポリエチレン

　D29用

4

2

2

　D29　L=1.0m

2　FCAD900-8 　D29用

　D29用

規　格記 号

B1-1

B1-2

B1-3

B1-4

名  称

材料表(アンカー1組当たり)

個　カップラー 2　D29用B1-5

個　スペーサー 4　φ65B1-6

個　アンカープレート 　SS400 450×350 t=12 1B1-7

　FCAD900-8

　SK85

サイドアンカー詳細図
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4NO.1

H=81.798m
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製図者設 計 者

米代西部森林管理署東北森林管理局

縮　尺

作　業　仕　組　図

内川災害関連緊急治山工事

6

―

令和年　　度

工 事 名

図 面 名

施 工 地

図面番号

年度

1:400

吹
付
け
ホ
ー
ス
延
長
　
L=98m

作 業 仕 組 図
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